




 

モー

レクシ

い浮か

の定着

それ

代を迎

握って

ンダが

ドも同じ

広まる

しか

に力を

立させ

で新し

という、

フラ

威勢の

た。 

スペ

と同じ、

大きく作

れてい

ゆった

また、こ

靴など

らしさを

ードと聞いて、

ョンなど、多

かべる方が多

着が始まったの

れまで、モード

迎えたスペイ

ていた。しかし

が独立し、経済

じようにオラン

。 

かし、オランダ

を握ったのが

せ、ヨーロッパ

しい服装の流

モードの発信

ランスから流行

の良さを華や

ペイン式の高

、折り返しの

作られ、 レー

いた。また、そ

りした膝下丈

このような騎

どの小物も流

を誇示する口

どこを思い浮

多くの流行を発

多いのではな

のが、17 世紀

ドの中心はス

ンは服飾だけ

し、17 世紀に

済の担い手は

ンダ風の動き

ダは英蘭戦争

フランスだ。

パの頂点へ躍

流行が生み出

信地として機

行が発信され

やかに誇示す

く首を覆う襟

式の襟が登場

ースでトリミン

それまでの詰め

丈のズボンへと

士風の服装

行し始める。

口髭やステッキ

浮かべるだろ

発信している

ないだろうか。

紀だ。 

スペインだっ

けでなく、言

にはいるとスペ

はオランダへ

きやすい服が

争によって勢

フランスは絶

躍り出た。ヴェ

出され、ヨーロ

機能し始める。

れるようになる

する騎士風の

襟は廃れ、現代

場した。現代

ングされた襟

め物入りの短

と変化する。

装が流行りだし

。髪型は長髪

キも流行した

ろうか。パリ・

るフランスを思

。そのイメー

った。大航海

言葉通り世界

ペインからオ

へと移る。モ

がヨーロッパ

勢力を失い、次

絶対王政を確

ェルサイユ宮殿

ロッパへ伝わ

。 

ると、男らしさや

服装が流行

代の襟の構造

代の襟より随分

襟は肩まで覆

短いズボンは

 

し、マントや長

髪が流行り、男

た。 

コ

思

ジ

時

を

オラ

ー

へ

次

確

殿

わる

や

行し

造

分

わ

は、

長

男



 

ヨー

な世界

それに

神聖

なると

なる。

呼ばれ

スペ

ぴっち

た。特

けられ

禁欲的

に黒が

ズボ

いを持

足先

にスペ

は、当

すぎる

ット製

ーロッパではル

界観にかわり、

に伴い、服装

聖ローマ皇帝

と、スペイン・フ

大航海時代

れていた。 

ペインモードは

ちりと糊付けさ

特徴的なものは

れていた。厳格

的で露出を嫌

が再認識され

ボンは、ドイツ

持ち、スペイン

先まで包んで

ペインでシルス

当初は王様で

るので、英国で

製品が出回る。

ルネサンスと

、近世的な新

も各国で独自

帝カール 5 世(ス

ファッションが

代を迎えたスペ

は、技巧的・豪

され、 風にも

は、高く首を覆

格なスタイル

嫌い、モノトーン

れており、スペイ

ツで始まったス

ンモードにも取

でいた中世の

ストッキングが

ですら入手困難

ではジャージ

 

と宗教改革の

新しい世界観が

自のモードが流

スペイン王)が

がヨーロッパ中

ペインは「日の

豪華絢爛で硬

もなびかない

覆う襟で、レー

ルを重視したス

ンが好まれた

インでも黒が

スラッシュが装

取り入れられて

の布タイツは駆

が発明される

難な貴重品だ

ジーやガーンジ

の嵐により中世

が生まれた。

流行した。 

が力を持つよ

中に広がること

の沈まぬ帝国

硬いシルエッ

い重厚な作りだ

ースなどで飾り

スペインモード

た。この時代す

が流行していた

装飾的な意味

ている。 

駆逐され、かわ

る。これが英国

だった。絹では

ジーなど高級

世的

 

うに

とに

国」と

ット。

だっ

り付

ドは

すで

た。 

味合

わり

国で

は高

級ニ



 

作品品リスト・・解説 イギリス・フ

15 世紀は

貧しさや醜さ

術がなかった

が出され、強

織物の開発が

ビロードが生

もなって、黒

贅沢禁止

された。華美

のほか、たと

易を禁じて金

かえってその

黒服流行の

プ善良公（13

ンス東部から

紀半ばにかけ

の経済的・文

フィリップ善

続け、彼の姿

公自身は喪の

彼の宮廷を中

逆に、十五

てほとんど着

16 世紀を

ン)の股間に

から生まれた

「ブラゲッド」、

中世ドイツ

ロッパで流行

の好みによっ

るなどして大

当初はこれ

族・王族の服

英国王カー

に、カバーを

その他にも、

ミーズの覗か

オ・ド・ショー

襟、羽根付き

当時の流行り

フランスの百年

は、黒が再認識

さを表す色だ

たためである。

強制的に黒を

が進んだ。中

生産されるよう

自体の色合い

令は十三世紀

美な服装を禁

とえば敵国の布

金が流出する

の織物の価格

のさきがけとな

396-1467）で

らドイツ西部に

けて華やかな

文化的豊かさを

善良公は、父

姿は黒ずくめで

の意味で黒を

中心に男性・

五世紀頃には

着られることがな

を特徴づける服

つけられたブ

たファッション

、英国では「コ

ツで誕生した時

行する際には、

っていた。本来

大仰に整えられ

れを破廉恥と

服装として、当

ール 5 世の肖

をかぶせたよう

服全体に飾り

かせ方で個性

ースに留まらず

きの帽子、肩に

りだった。 

年戦争が続い

識され、流行

った。それは

。14 世紀半ば

を着せられるよ

中世末期には漆

になり、黒に対

いのバリエーシ

紀から十六世

じて衣服によ

布地や染織物

るのをふせぐ意

高騰を招くこ

なったのは、ブ

ある。ブルゴー

に位置しており

な騎士文化が

を誇っていた

父のジャン無

で描かれるの

を着ていたが

女性を問わず

は黄色い服が

なかった。 

服飾の最たる

ブラゲットだろ

ンだった。ドイツ

コッドピース」の

時には実用的

、実用というよ

来はズボンの

れていた。 

と見る向きもあ

当たり前に着用

肖像画でも、密

うなブラケットが

り穴や切り込み

性を出してい

ず、靴にも施さ

にちょこんと乗

いていた頃。 

行色となった。

は当時、黒を美

ばのイタリアで

ようになると、

漆黒の美しい

対する認識が

ションも増えた

世紀の間に、

よる身分制を保

物が流行した

意味もあった。

こともあった） 

ブルゴーニュ

ーニュ公国は

り、14 世紀半

がおこり、ヨーロ

た。 

怖公の暗殺

のが通例となっ

が、それがキッ

ず着用される

が卑しいとされ

るものは、オ・ド

ろう。ブラゲッド

ツでは「ラッツ

の名で呼ばれ

的な目的だっ

より男性器の

の前開きだが

あったが、16 世

用するようにな

密着した短パ

がはっきりと見

みを施し、下

いた。飾り穴は

されている。

乗せたマントの

以前は、黒は

美しく染める技

で贅沢禁止令

美しい黒の絹

いブリュネットや

が変わった。と

た。 

くりかえし発令

保持する目的

たとき、その貿

（禁じることで

ュ公国のフィリッ

は、中世にフラ

半ばから 15 世

ロッパでも随一

後、喪服を着

った。フィリップ

ッカケで、黒は

るようになる。

れ、道化を除い

ド・ショース(ズ

ドは、中世ドイ

ツ」フランスで

れた。 

ったが、後にヨ

誇張という時

、詰め物がさ

世紀に入ると

なる。 

パンとタイツの

見える。 

下に着ているシ

は、ベストや袖

また、ヒダ状

のような布など

は

技

令

絹

や

と

令

的

貿

で

ッ

ラ

世

一

着

プ

は

い

ズボ

イツ

では

ヨー

時代

され

と貴

上

シュ

袖、

状の

ども
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会場レイアウト(詳細は模型参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会場の床はベルベットの赤絨毯をイメージしたワインレッド、壁は落ち着いたベージュ系統でまとめ

る。かつての西洋の貴族の館を思わせるような高級感に溢れる雰囲気にする。 

・体験型展示ということで、ブロックごとに当時の雰囲気を踏まえたうえでのシチュエーションを造る。 

 

①･･･ポスター・『はじめに』(概要説明)パネル展示、チラシ置き場 

②･･･第 1 ブロック：『煌』 

    礼服の実物および礼服を着ている様子が描かれた絵画を展示 

    当時の貴族のおしゃれマナー「つけぼくろ」についての体験展示および解説パネル展示 

③･･･第 2 ブロック：『華』 

    実物およびそれを着ている様子の写真や絵画を展示 

    当時の食事に関する「テーブルマナー」についての体験展示および解説パネル展示 

④･･･第 3 ブロック：『激』 

    実物およびそれを着ている様子の写真や絵画を展示 

    貴族の主流の飲み物「紅茶マナー」についての体験展示および解説パネル展示 

吹き抜け

ELV ELV

② ⑤ 

④ 

① ⑥ 

③ 
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 ⑤･･･第 4 ブロック：『爽』 

日本で礼服として着用し出した頃の実物およびそれを着ている様子の写真や絵画 

    現在も使用する機会が多い「ビジネスマナー」についての体験展示および解説パネル展示 

    現在のスーツの実物展示 

⑥･･･『おわりに』パネル展示 

 

展示レイアウト 

 実物の軍服・スーツを展示する場合は、ガラスケースに 

入れ、四方から見ることができるようにする(右図参照)。 

 ガラスケースは展示品に紫外線等のダメージを与えない、 

人がぶつかっても問題ない等の特徴を持つ素材を使用する。 

写真・絵画の展示においても各展示品の保護の必要性に応 

じて素材を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 作品リススト 

男子

イ１４世

上着

時代に

 宮廷

り、刺

でも限

すもの

 また

服の三

も、ア

受け継

広義

礼服

ジュ

ーズ

１８世

かな

クや

して

 その

は折

がつ

ビ・ノ

ュ）、

ング

ように

3 

子礼服の祖と

世時代に現れ

（上衣）で、１８

にはジュストコ

廷的貴族服と

刺繍によって階

限られた人の

のとして用いら

た、ジュストコー

三部形式を確

アビ、フラック、

継がれており

義には衣服全

服用上衣をさす

ュストコールが

ズ」と呼ばれて

世紀半ば近くに

なアビが好まれ

やルダンゴート

て特別な場合に

の後、アビは

折返しの衿がつ

つきにくくなる。

ノワール、ドレ

、ティルド・コー

グ、タキシード

になり、アビは

となる服「ジュ

れた。１６７０年

８世紀には「ア

コールの名は

として形をとと

階級を示した

のみが着用が許

られた。 

ールの登場は

確立させた。そ

、モーニング

、今日の男子

全般を指し、狭

す。 

が１８世紀にフラ

て、ヨーロッパ中

には優雅なロ

れた。しかし、

トが主流になり

にのみ着用さ

はフラック、ルダ

つけられるよう

。１９世紀には

レス・コート、フ

ート等と称され

ドなどの略装が

は正礼装の場

ュストコール」

年頃から上流

アビ」の呼称が

消えて行く。 

とのえたジュス

り、ルイ１４世の

許される服）の

は、上衣、ヴェ

そして、ジュス

グ・コート、タキ

子礼服の祖を

狭義には１８世紀

ランス風衣服

中で広く用い

ロココ調からさ

１８世紀後半

り、華麗なアビ

されるようにな

ダンゴートの影

うになり、フラ

は、上質の黒羅

フラック、燕尾

れるようになる

が現れて、準

場合のみの形式

が１７世紀末

階級を中心に

が一般的とな

ストコールは、

の勅許服（宮

のように、身分

ェスト、キュロッ

ストコールの呼

キシード等にそ

をなすものとい

紀以降今日ま

服＝「アビ・ア

いられた。 

さらに形が洗練

半になると、英

ビは宮廷的な

なる。 

影響を受けて

ランス化したフ

羅紗で作られ

尾服（アビ・ア

る。１８７０年頃か

準礼服として広

式的なものに

フランスのル

に用いられた

なり、ルイ１６世

金銀の縁取

宮廷貴族の中

分、特権を示

ットという男子

呼称が消えて

その基本形が

いえる。 

までの男子の

・ラ・フランセ

練され、華や

国風のフラッ

な儀礼服装と

て１８世紀末に

フラックと区別

れる儀礼服ア

・クゥ・ド・モル

からはモーニ

広く用いられる

になる。 

ル

た

世

取

中

示

子

て

が

の

セ

や

ッ

と

に

別

ア

ル

ニ

る



 
 

１７７

コー

が導

以後

階級

はの

が、

ヴェ

フラ

のズ

イル

る。礼

１７世

套。

取り

もの

れた

１９世

れ、

られ

１７

スワ

は

れ

は

て

味

4 

７０年代、フラン

ール）が用いら

導入され、男子

後、王政復古

級の紳士達は

のちに宮廷用

一般市民は

ェストン、ジャケ

ラックは社交服

ズボンをはき、

ルが今日のモ

礼装化したフ

世紀末に英国

１７２５年頃フ

り入られた。ル

のになり、礼装

た。 

世紀に入って

１９世紀半ば

れたフロック・コ

７～１８世紀に

ワロー・テール

は「燕尾服」と称

れ、ドレス・コー

は黒・濃紺が中

ていれば燕尾服

味。 

ンスでは華や

られていたが、

子服簡略化の

古時代に男女

は気取った型

用または公式の

実質的なフラ

ケット、スモー

服となり、黒い

、白いジレを

ーニング・コー

フラックに代わ

国軍隊で防寒

フランスに伝わ

ルイ１６世紀時代

装化されたアビ

てルダンゴート

ばには礼装とし

コートになった

に着用されたジ

ル・コートとも呼

称されている。

ートは通常着か

中心となった。

服、「黒タイ」

やかなアビ・ア

、１７８０年頃、

の傾向にそっ

の服装が再び

のフラックを

の正装として残

ラックを愛用し

ーキング等が

いフラックに縞

用いることが

ートと称する正

わり、「タキシー

寒用や悪天候

わり、１８世紀後

代には形も材

ビに代わって

トは実用的な

して残り、それ

た。 

ジュストコール

呼ばれ、黒を

。１９世紀半ば

から夜会用に

。夜会の招待

ならタキシー

ア・フランセー

、イギリスから

って大流行した

び貴族調とな

を愛用し始めた

残されるほど

した。１９世紀

が現れたため

縞、格子、ある

が慣例となった

正装と関連性

ード」が登場し

候の時に用い

後半のフランス

材料も洗練され

て、フラックとと

な長い外套と

れが現代の日

ルが単純化さ

を主体としてい

ばには簡易な

に昇格して正装

待状に「白タイ

ードでご出席を

ーズ（ジュスト

ら「フラック」

た。１８２０年

なると、上層

た。フラック

ど洗練される

紀半ばには、

、英国式の

るいは淡色

た。このスタ

性をもってい

した。 

いられた外

ス・モードに

れた優美な

ともに用いら

として用いら

本でも用い

されたもの。

いる。日本で

スーツが現

装となり、色

イ」と示され

を…という意



 

ルダン

服が原型

正式には

 日本に

た。明治

儀とされ

がったが

事務服な

んど用い

本来は

が、今日

ている。し

用のモー

 日本で

子用礼服

ち、大正

ロック・コ

ートは礼

が、ダー

１８６０年

背広型が

い上衣、

は正装と

 フランス

有名人等

ろまでは

ックを機会

はイタリア

シルエッ

 今日流

①品格が

②仏・伊

調」。 

③比較的

ンゴートが洗練

型。１９世紀後

はシルク・ハッ

には幕末に渡来

治２３年開設の

れ、大正時代に

が、昭和に入る

などは背広が

いられていない

は男子の乗馬

日では女子の

しかし、同じ頃

ーニング・コー

ではフロック・コ

服として用いら

正時代にはフロ

コートの中間型

礼服として定着

ーク・スーツが代

年頃、今日の

が形成された

もとい背広が

となり、１８６０年

ス革命後は英

等も英国から

はアメリカが紳

会にイタリア・

アなどヨーロッ

ットを打ち出し

流行している背

があり、中年以

伊のムードを取

的若い層に好

練された形に

後半から男子

ットをかぶる。

来し、燕尾服

の帝国議会の

には、礼服、外

るとモーニング

が一般化したた

い。 

馬服または身体

アフタヌーン

頃（１８９５年）

ートも誕生した

コートと同様、

られた。明治４

ロック・コートに

型として用いら

着し、現在で

代わって用い

のような同一の

た。モーニング

が広まった。モ

年頃には背広

英国が紳士服

ら流行を取り入

紳士服の中心と

・モードが認め

ッパ感覚を取

し、世界の需要
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